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研究成果の概要（和文）：本研究は、エスノグラフィーと言語分析の組み合わせにより、グローバル化の進展を
背景に美術、ダンス、音楽の分野の日本の芸術家達が経験している「ことば」の必要性・重要性の高まりを検討
した。その際、日本の助成機関や芸術家達による欧米で使用される新しいジャンル・テクストの導入というグロ
ーバルな言語のフローを確認し、使用ニーズの高いジャンルを特定し、日本語と英語で使用されるジャンルの連
続性・非連続性と日本の芸術家による使用例を検討した。さらに、ことばの使用の高まりに伴うローカルな芸術
実践の変容を考察し、ローカルな芸術言説・実践や既存のジャンルの影響により新たな課題やジレンマが生じて
いることも明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Combining ethnographic research with linguistic analysis, we have examined 
the increasing significance of 'words' experienced by Japanese visual and performing artists. In 
doing so, we identified genre texts such as portfolio websites and artist statements which need to 
be presented in Japanese and English to reach both local and global audiences. We examined how these
 genre texts are actually adapted by Japanese artists. Furthermore, we identified the global 
linguistic flows by which these new genre texts are being introduced from the West to Japan by 
granting organisations and the artists themselves. Using these new global genres, Japanese artists 
are increasingly required to use 'words', which is shifting their art practices. This new practice 
also poses challenges and dilemmas for them due to the influence of local art discourses and 
practices as well as existing genre texts. 

研究分野：人文学

キーワード： 日本　芸術実践　ジャンル　グローバル化　ローカル化　デジタル化　助成制度　標準化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
芸術は「ことばで表せないものを表現する」とみられる分野であるため、言語コミュニケーション面に関する研
究は国際的にみても遅れている。一方、特定集団で使用される言語に焦点を当てた研究は自然科学諸分野を対象
にしたコーパス分析による量的研究に偏る。本研究は「わざ」が重視され、「ことば」の使用が軽視されてきた
日本の芸術分野におけることばの使用の必要性・重要性の高まりに光を当てた初めての研究である。「ジャン
ル」の観点から言語のグローバルなフローとそれにともなうローカルな芸術実践の変容や課題も捉えた。本研究
で得られた知見をもとにグローバル化の進展＝英語の普及という認識および現行の教育の方向性の再考を促す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景  
（１）近年、文部科学省による「グローバル化に対応する」必要性の認識のもと次々と教育改
革が推進されている。大学では 2008 年に文部科学省の中央教育審議会からの答申で示された
「専門分野を学ぶために必要な語学力の習得」という指針を受けて ESP (English for Specific 
Purposes)や CLIL (Content Language Integrated Learning)など学生の専攻に合わせた英語教育が導
入されている（大学英語教育学会監修 2010, 渡部・池田・和泉 2012）。「グローバル人材」育
成のために英語による授業（EMI: English as a medium of instruction）や学位プログラムも一部で
導入されている。だが、「グローバル化に対応する」というスローガンの下、上からの視点か
ら英語教育や英語による教育が推進される一方で、グローバル化する日本でどの分野や職種で
どのような言語ニーズが実際に生じているのか十分に把握されているとは言い難い。 
 
（２）特定集団で使用される言語については、LSP (Language for Specific Purposes)研究、特に
ESP (English for Specific Purposes)研究の蓄積があるものの(Dudley-Evans and St John 1998)、理工
系分野とコーパス分析等の量的研究に偏り、エスノグラフィーなど質的研究が遅れていること
が指摘されている(Hocking, 2003; Bhatia, 2008; Paltridge & Starfield; 2014, Dressen-Hammouda, 
2014)。さらに、「ジャンル」、即ちある特定の集団のメンバーが共通理解する特徴を有する伝
達事象の概念、の研究で国際的に知られる Bhatia (1993)は、後に職業上専門的な言説が単なる
テクストやジャンルとして捉えられてきたことを批判し、より広い制度、職業、組織、分野の
文化に位置づけられる専門的な実践として理解すべきであると論じている(Bhatia, 2008)。芸術
分野の先行研究は作品や作家に焦点を当てた研究が多い中、諸外国や日本の文化政策の展開に
関する研究のほか、国境を越えて活動する日本やアジア系の芸術家やデザイナーの国際戦略や
国際的な受容などに関する研究もされている（小林 2018a, 2018b, 2018c; Kondo, 1997; Yoshihara, 
2007; Fujita, 2011）。では、これらの芸術家は、どの言語を用いて国境を越えて活動しているの
だろうか？英語ニーズは高まっているのだろうか？それとも「わざ」と感性の世界ではことば
は不要なのだろうか？ことばが必要なら、どのような場面でどのジャンルを使用するニーズが
高いのだろうか？日本の芸術家達に対してグローバル化はどのように現れているのか？ 
 
２．研究の目的  
本研究プロジェクトは、芸術分野（美術、ダンス、音楽）における国境を越えた活動の拡大に
着目し、そこでの英語「ニーズ」と戦略を明らかにすることを目的とした。具体的には、①国
内外に拠点を置く日本の芸術家の分類と「ニーズ」のマッピング、②特有の言語ニーズの把握、
③最低限必要とされる英語の選定、④英語教育の方向性の提示を行う、とした。だが、国内で
開始したインタビュー調査に基づき、英語ニーズに限らず「ことば」そのものの必要性・重要
性の高まりについて検討することにした。海外の学会参加により、芸術家が使用する英語のジ
ャンルのいくつかは言語分析が進行中・予定であることも知った。そこで、日本の芸術家の経
験に即して以下のように問いを立て直し、当初に予定していたニーズ分析を越えてより学際的
な研究として進めることにした。①日本の芸術家は、いつ、どのようにして「ことば」の必要
性・重要性に気づいたのか、それはどのようなコンテクストに位置づけられるのか、②日本の
芸術家の間でニーズの高いジャンルは何か、どのような目的で、誰を対象にどの言語を用いて
どのように「適用」しているのか、③「ことば」の使用により芸術実践はどのように変容し、
どのような可能性や課題が生じているのか、④本研究の知見に基づき、「グローバル化に対応す
る」方向で進められている教育改革にどのような示唆を与えることができるのか。 
 
注：本研究プロジェクトの日本語タイトルは申請時のものであるが、研究が発展したため合わ
なくなった。英語タイトルは研究成果に合わせた。申請時には英語の‘creative disciplines’に合わ
せて「クリエイティブな分野」「クリエイティブな人々」という表現を用いたが、日本語での意
味が限定されるため「芸術分野」「芸術家」を用いることにした。同様の理由により日本語での
「アーティスト」の使用も避けた。本研究が対象とする芸術分野は、美術、ダンス、音楽とし、
文学など主にことばで表現する分野は対象外とする一方、グラフィックデザイナーらも含めた。
本研究における「芸術家」は自ら創作した作品や既存の作品を一般対象に発表している人々と
し、作品の制作や発表が主な収入源か否かは不問とした。 
 
３．研究の方法  
本研究は３名の研究チームで役割分担しながら進めた。野口（研究分担者）が主に先行研究調
査を、渡辺（研究代表者）が半構造インタビューと参与観察に基づく質的研究（エスノグラフ
ィー）を、三崎（研究協力者）がジャンル・テクストの言語データ分析をそれぞれ担当した。
これらの質的研究方法と量的研究方法による研究を個別に進め、定期的に研究成果を報告し合
い、両方の研究成果を統合させてより包括的な理解を目指すことにした。 
 
４．研究成果  
（１）口頭発表 
国内はおろか海外でも研究の進んでいない研究領域であるため、毎年、国内外の様々な場で研
究成果を発表した（計 15件）。発表を重ねる中で分析の枠組みを見直し、分析も深まっていっ



た。国内よりも海外の学会での反応の方がよく、査読者より高く評価され、司会者より国際ジ
ャーナルへの投稿を薦められるなどした。また、極少数ではあるが国内外で関連テーマの研究・
教育に取り組んでいる人々とも出会い、ネットワークを築けた。より多くの人々に興味をもっ
てもらうために集合的に発信する必要性についても議論した。国内では芸術家や関連職種の
人々へのインタビュー・発表・意見交換から芸術家らの間での関心の高さを確認することがで
きた。最終年度にはこの研究領域のパイオニアの研究者である Darryl Hocking氏を招いた国際
シンポジウムを開き、グローバルな潮流とローカルな言説実践をつなげた国際的な共同研究と
して発展させる視座を得た。 
 
（２）学術論文・書籍他の刊行 
前述したように、問いを立て直して予想以上に研究が発展したため、現時点では未刊行だが、
言語分析とエスノグラフィーを統合させた研究成果の概要をまとめた共著論文（日本語）を手
直しして、今年度中に国内の学術誌に投稿予定である。言語分析とエスノグラフィーに基づく研
究をそれぞれの担当者が単著論文（英語）としてまとめ、国際学術誌に投稿予定である。Darryl 
Hocking 氏が構想している英語論文集の出版プロジェクトにも招待されている。さらに、研究
者コミュニティだけでなく、芸術家を中心により広い社会に向けて発信するため、インタビュ
ー調査をもとに一般向けの書籍の刊行も検討している。インタビュー協力者とは名前等個人が
特定される情報は出さないという同意書を交わしたが、許可を得て一部の芸術家の顔が見える
ようにしてまとめたい。国内外で芸術家が使用する英語のジャンル・テクストの分析をしてい
る研究者らと共同して英語ハンドブックの出版企画も進めたい。 
 
（３）芸術家による「ことば」の使用とコンテクストの変化 
先行研究の文献調査により、芸術分野の言語コミュニケーション面に関する研究は国際的に見
ても遅れていることを再確認することができた。一方、2000年代よりヨーロッパを中心に発展
しつつある linguistic ethnography（Copland & Creese, 2015; Snell, et al., 2015）にもつながり、先
述した Bhatia (2008) の指摘にも通底するアプローチであることを確認した。さらに、欧米の美
術家を中心に 20世紀以降使用するようになった「ジャンル」の一部については哲学、文学、歴
史学、文化人類学、応用言語学など様々な分野の研究者により取り上げられていることもわか
った（Hocking, 2003, 2018; Yanoshevsky, 2009; Krauth and Nash, 2019; Williams, 2019）。これらの
先行研究から他分野から取り入れられたジャンルのフローとモダニズムの興隆、芸術教育の制
度化、インターネットの普及といったコンテクストを確認することができた。 
 
日本の事例については、国内外を拠点とする 40人の日本の芸術家ら（美術家、音楽家、ダンサ
ー・振付家、助成機関プログラムオフィサー、通訳・翻訳者）とのインタビューと参与観察（音
楽家対象の企画セミナー、振付家を目指す人々対象のワークショップ、国際舞台芸術会議、作
品の発表の場等）と資料収集（パンフレット、図録、チラシなど）を行い、インターネットの
普及、脱工業化の進展、助成制度の導入といったコンテクストの変化とことばの必要性・重要
性の高まりの関係を「グローバルな言語のフロー」 (Appadurai, 1996; Alim, et al. 2001) の観点
から検討した。その際、Williams（1981）の文化生産制度に関する歴史的考察やバルト（1979）
の「作者の死」論といった視座も用いて多角的に考察した。 
 
インタビューに基づき、日本の芸術家のキャリアステージと活動範囲とことばの使用ニーズの
相関関係を検討した。多くはプロフェッショナルな芸術家として活動を開始した時に「他者」
に通じる「ことば」の必要性に気づいたと語るが、その際に新しいジャンルとも出会っている。
一方、専門用語等は「（標準化された）メソッドが無い」と指摘される日本のコンテンポラリー
ダンスを除いては、実践コミュニティ参加過程で特に困難を伴わずに習得し、使用されている
ことが伺えた。さらに、歌劇場など団体所属の芸術家とフリーランスやカンパニー主宰者の芸
術家、演じ手と創り手の間、職位の異なる団体所属の演じ手の間、伝統的な芸術分野領域（油
絵、バレエ、クラシック音楽など）と現代的な表現領域（現代美術、コンテンポラリーダンス、
現代音楽など）の芸術家の間、国内のみで活動する芸術家と海外拠点（非英語圏を含む欧米諸
国）もしくは国内拠点を拠点としつつ国際的に活動する芸術家の間でのニーズの違いを示した。
芸術家による言語使用が助成金獲得等の評価に影響を及ぼしていることは確認できたが、言説
分析に基づく芸術家自身の戦略と外部からの評価、それらのジェンダー間の差異について検討
する必要性も認識した。 
 
（４）日本語と英語でニーズの高いジャンルの特定とその言語特徴 
インタビューと参与観察により、美術、ダンス、音楽の分野で共通してニーズの高いジャンル
を特定し、日本語と英語で使われるジャンルの連続性と非連続性に注目しつつ、ニーズの高い
ジャンルを特定し、分類した。言語分析により、公開されている書きことばのジャンル（ポー
トフォリオサイト、プロフィール文、アーティスト・ステートメント）の言語特徴などを明ら
かにした。さらに、日本の芸術家によるものと英語圏の芸術家による書きことばのジャンルを
比較しつつ、グローバルなジャンルのローカル化（Alim, et al. 2001; Yanoshevsky, 2008）の傾向
と特徴も検討した。さらにインタビューと言語分析により、英語帝国主義論（Phillipson, 1992）



や日本語衰退論（水村 2008）で示された単純な構図を超えたグローバルな言語のフローを捉え
ることができた。この言語のフローから日本語で使用されるジャンルが今後増えていくことが
予想される。 
 
（５）芸術家たちの国境の越え方と共通言語 
インタビューより、芸術家達の国境の越え方と国境を越えて活動する芸術家達にとっての国際
共通語についても確認した。科学者達とは異なり、芸術家達にとっての共通語は必ずしも英語
ではないことがわかった。例えば、ドイツ語圏の歌劇場に所属する多国籍の音楽家たちの間で
の共通言語はドイツ語であった。一方、インタビューおよび言語分析に基づき、日本の芸術家
の間での英語使用ニーズの高まりも確認した。国内を拠点とする芸術家による英語を使用する
機会や使用ジャンルは留学経験者を除くと限定的であったが、ポートフォリオサイトを英語で
発信している、しようとする芸術家は多く、インターネットの普及の影響が確認できた。非英
語圏でも英語を使って活動する・コンクールなどに応募する美術家、ダンサー、振付家、音楽
家もいた。英語使用により、海外の潤沢な助成金やアーティスト・イン・レジデンスといった
チャンスを得る可能性は高まり、海外（特に欧米の芸術の「中心」）での評価は国内での評価に
もつながるなど、芸術家としてのキャリア上のメリットが認められた。 
 
（６）グローバルな言語のフローとローカルな芸術言説・実践 
申請時に想定していた「異文化間コミュニケーションのギャップ」ではなく、グローバルな言
説・実践と「わざ」と感性を重視するローカルな芸術言説・実践との間のギャップや軋轢を示
すことができた。塚本（2008）がロゴス的な「テクネー」と呼ばれるヨーロッパの伝統と言語
から離れた日本の「わざ」の語り方の伝統を対比させたが、インタビュー協力者たちも「こと
ばに言い表せないもの」を表現することに価値を置く傾向がみられ、ことばの使用にジレンマ
を感じている芸術家もいた。一方、ことばの使用に伴う見えない芸術実践の変容もいくつか捉
えた。インタビュー協力者達にはポジティブな変化として語られたが、芸術実践の標準化とも
呼べる変化をより多角的に捉える必要があると認識している。芸術家による自らの作品の言語
化が、作品の受容プロセスにどのように影響を与えているのか、そしてことばの使い手である
批評家やキュレーターらとの関係はどのように変化しているのか、海外での受容・評価にどの
ような変化を及ぼしているのかといった新たな問いも生まれ、今後の研究課題とした。 
 
（７）グローバル化する日本における言語ニーズの認識および教育の方向性の再考 
本研究で得られた知見をもとに、グローバル化＝英語の普及を越えた認識を越えて、教育の方
向性の再考を促したい。国内を拠点にする日本の芸術家の間でも英語使用ニーズの高まりが確
認されたが、欧米から取り入れられた新しいジャンルの使用とそれに伴うことばの必要性・重
要性の高まりの方がより広く経験されていることが明らかになった。同様に、他分野・職種に
ついてもグローバル化のプロセスを捉え直す必要がある。グローバル化が進展する中で日本の
芸術家たちの言語・コミュニケーション能力不足が指摘できるが、芸術実践の違いから言語面
のみに焦点を当てたトレーニングだけではグローバル化に対応するのは困難といえる。インタ
ビュー協力者が海外の大学で経験したように、歴史（美術史など）や理論や社会的文脈に自ら
の作品を位置づけて言語化するトレーニングとそのための新しい「ジャンル」の導入が必要と
いえるが、西洋中心的な歴史や理論を無批判に受容・応用できないだろう。そして多様な表現
やアプローチを廃して、ジャンルおよび芸術実践の標準化を無批判に推進してよいものか疑問
も残る。芸術家自身が新しいジャンルを「翻訳」し、進化・発展させていく必要があるだろう。 
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